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	製品名: ULK1（リン酸化Ser757）ウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、細胞質ゾル。プレオートファゴソーム構造。飢餓状態では、主に細胞質の一部を隔離する隔離膜を表す斑点状の構造に局在し、その結果オートファゴソームが形成される。触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：軸索の成長に関与する。小脳顆粒細胞の神経突起伸展に重要な役割を果たす。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。APG1/unc-51/ULK1サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：GABARAPおよびGABARAPL2と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現する。成人の以下の組織で検出されます: 骨格筋、心臓、膵臓、脳、胎盤、肝臓、腎臓、肺。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	NIH-3T3細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをULK1（リン酸化Ser757）ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

